
学校番号 T3011 

 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 新編国語総合」（第一学習社） 

副教材等 自作プリント等 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 美しい表現に触れ、語彙力や感受性を高めましょう。また、説明的文章や小説を読んで、見聞を 

広げ、受信力・発信力を高めましょう。 

 この授業では、自発的に授業へ取り組む姿勢を高く評価します。進んで問題に挑戦し、授業内 

では積極的に発言できるようになりましょう！ 

 

 

２ 学習の到達目標 

・国語の基礎学力である「読む・書く・きく・話す・感じる」力を身につける。 

・適切に理解し、的確に表現できる力を身につける。 

・思考力や想像力を伸ばし、心情を的確に読み取ろうとする力を身につける。 

・言語を中心に日本の文化に対する関心を高める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

伝え合う力を進ん

で高めるととも

に、言語文化に対

する関心を深め、

国語を尊重し、そ

の向上に努めよう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり話し合

ったりして、自

分の考えをまと

め、深めている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えを的確に

まとめ、深めて

いる。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりして

自分の考えを深

め、発展させて

いる。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまりなど

を理解し、それ

についての知識

を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・発問評価 

・定期考査 

・提出物 

・発問評価 

・定期考査 

・提出物 

・発問評価 

・定期考査 

・提出物 

・発問評価 

・定期考査 

・提出物 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

前
期 

Ⅰ
 

詩
歌
を
よ
む 

1．詩について 

 

2．短歌について 

 

3．俳句について 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:詩歌の特徴に関心を持ち、主体的に 

取り組めている。 

c:作者の意図や表現の工夫を理解した 

上で感想が書けている。 

d:詩歌の鑑賞方法を習得している。 

e:表現の工夫が理解できている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・定期考査 

前
期 

Ⅱ
 

説
明
的
文
章
を
よ
む 

『日本語のこころ』 

金田一春彦著 
○   ○ ○ 

a:言語を通じて日本人の発想や心情を 

理解しようと努めている。 

d:主張や文の構成が理解できている。 

e:日本語と外国語の関係性が理解でき 

ている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・定期考査 

前
期 

Ⅲ
 

『挨拶上手』 

松浦弥太郎著 
○ ○  ○  

a:挨拶の効果について、日常生活と関連 

させて考えられている。 

b:筆者の意見を踏まえ、他者と意見交換 

ができている。 

d:随想の鑑賞方法を習得している。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・定期考査 

『イースター島になぜ 

森がないのか』 

鷲谷いづみ著 

○ ○  ○  

a:人類の存続という問題を自己の問題 

として考えられている。 

b:生態系や自然破壊などの諸問題への 

意見が述べられている。 

d:主張や文の構成が理解できている。 

後
期 

Ⅳ
 

小
説
を
よ
む 

『羅生門』 

芥川龍之介著 
○   ○ ○ 

a:小説を読み味わおうとしている。 

d:登場人物の性格を理解し、心理、行動 

の理由について推察できている。 

e:作者に関する知識を習得している。 

当時の風俗、情勢理解ができている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・定期考査 

後
期 

Ⅴ
 

古
典
を
よ
む 

『児のそら寝』 

 

『竹取物語』 

 

『枕草子』 

○ 

 

○ 

 

○ 

  

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:当時の風習や文化に関心を持ち、主体 

的に取り組めている。 

d:話の構成や展開を把握している。 

e:①当時の風習や文化に関する知識を 

習得している。 

②部分的な現代語訳ができている。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出物 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 
 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点について○を付けている。 


